
 
 

Ⅱ－７ 成果のまとめと今後の課題 

沖ノ鳥島や沖縄県阿嘉島で実施したサンゴ増殖に関する技術開発の主な成果と今後の課

題について以下に示す。 
 
Ⅱ－７－１ 技術開発の成果 

１）沖ノ鳥島のサンゴ分布特性や環境特性の把握 

沖ノ鳥島におけるサンゴの被度分布や成長量、水温や流況等の現地調査を実施し、同島

の礁内を中心としたサンゴの分布特性や環境特性について現況を把握した。特に、沖ノ鳥

島のミドリイシ類は沖縄と同様に一斉産卵を行うことが判明し、3 種のミドリイシ類の産

卵時期が特定できた。 

そして、現況把握の結果を踏まえ、サンゴの成長量・生残率、新規加入量、基盤の有無

の観点から、サンゴの移植等に関する礁内のゾーニング（適地選定）を行った。 

 

２）サンゴ増殖技術の開発 

本調査において取り組んだサンゴ増殖技術の開発に関する成果の概要について、増殖技

術の段階ごとにまとめると以下のとおりとなる。 

 
(1)沖ノ鳥島の親サンゴの採取・阿嘉島への長距離運搬 

沖ノ鳥島に分布する 3 種のミドリイシ類サンゴ（A. tenuis, A.globiceps, A.sp.4）を

対象種とし、平成 18年度及び 19 年度に沖ノ鳥島の親サンゴを採取し、同島より約 1,100km

の距離にある阿嘉島の種苗センターまで調査船により運搬することが可能となった。 

 
(2)親サンゴの飼育 
阿嘉島の種苗センターに搬入した親サンゴは、陸上の水槽において、水温、光量、水槽

内の流れ、藻類の除去等の飼育環境の調整や管理により、環境の異なる沖縄においても長

期間の飼育が可能となった。飼育した親サンゴは、沖ノ鳥島に再移植したが、特に平成 19

年度に阿嘉島に搬入した親サンゴについては、再移植するまで 100％の生残率で飼育する

ことができた。 

  
(3)種苗生産 

平成 19 年度及び 20 年度に陸上の水槽にて種苗生産を行い、3 種のミドリイシ類サンゴ

の種苗生産が可能となった。A. tenuis については、大量かつ高い着底率で幼体を得るこ

と（平成 19年度：約 11万個体、約 54％）ができた。また、着床具の改善により、A.globiceps

について着底率を大幅に向上させること（平成 19年度：約 2％→平成 20 年度：約 32％）

ができた。 

なお、現地調査の期間中に、船上の水槽において 3 種およびスリック由来の卵による種

苗生産を実施することができ、陸上水槽にて稚サンゴに育成することができた。 

 

(4)稚サンゴの飼育 

種苗生産した幼体を陸上の水槽にて長期間飼育した。飼育環境の調整・管理により、A. tenuis

については大量の稚サンゴを高い生残率で飼育すること（約 65 千群体、約 60％）ができた。 
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(5)沖ノ鳥島への稚サンゴの長距離運搬及び移植 

飼育した稚サンゴは、親サンゴとともに調査船により沖ノ鳥島まで運搬し、現況把握を

もとにしたゾーニングを踏まえ、礁内の移植適地に移植した。また、稚サンゴの移植にお

いては、食害を防止することの有効性を、モニタリングにより確認した。 

 

Ⅱ－７－２ 今後の課題 

本調査においては、有性生殖によるサンゴ増殖技術の開発を図るため、沖ノ鳥島のサン

ゴを阿嘉島の種苗センターの陸上水槽まで運搬し、親サンゴの飼育、種苗生産、稚サンゴ

の飼育、そして沖ノ鳥島への移植を行った。 

移植した稚サンゴが産卵するまでには、今後数年を要するため、それまでは可能な限り

サンゴの状態をモニタリングすることが必要である。 

沖ノ鳥島への移植は、平成 20年 5月及び平成 21年１月に実施した。平成 20 年５月に移

植したサンゴについては、平成 21 年１月の移植の際にモニタリングを実施したが、移植し

た稚サンゴが食害を受けたことを確認しており、食害を防ぐための対策の検討は、移植に

関する今後の大きな課題である。 

また、移植適地については現地調査を踏まえたゾーニングを行って決定したが、本調査

で行った着床具をノルへ直接移植する手法では、移植エリアが限られることや、量的にも

限りがあること等から、このような手法以外の移植方法について、増殖基盤の開発も含め

た検討が必要である。 

すなわち、種は限定されるが、本調査によって、遠隔地で種苗生産を行い、稚サンゴを

現地に運搬し、移植することが可能となった。次のステップとしては、現地で如何に育て、

サンゴ群集を増やしていくかが大きな課題である。 

本調査では、3種類のミドリイシ類サンゴを増殖対象種とした。これらのうち、A. tenuis

については、増殖技術に一定の目途がたったものと考えられるが、他の種の増殖技術につ

いては、今後も検討が必要である。また、沖ノ鳥島には、3 種のミドリイシ類サンゴ以外

にも多くの種が生息し、ミドリイシ類サンゴとは異なる産卵形態を有するサンゴも確認さ

れている。同島のサンゴの種の多様性について考慮すれば、さらに多くの種に関する技術

開発が必要である。 

最後に、第Ⅰ編でも述べているように、サンゴ礁は、多種多様な生物を共存させる機能

や、漁場としての機能等様々な機能を有している。本調査を通じて得られた知見が、沖ノ

鳥島以外の地域におけるサンゴ礁の保全・創造に関する取り組みに活用されていくことも

必要と考えられる。 
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